
第４学年 道徳指導案 

                         日 時 平成２３年９月３０日（金）５校時 

                         児 童 男子１１名 女子１２名 計２３名 

                         指導者 内 田 浩 昭 
 
１ 主題名 助け合う友達 [２－（３）助け合い] 
 

２ 資料名 ぼくらだってオーケストラ（東京書籍 どうとく ４ ゆたかな心で） 
 

３ 主題について 
 （１）価値について 

小学校学習指導要領第３章道徳の第３学年及び第４学年の内容２「主として他の人とのかかわり
に関すること」の（３）に「友達と互いに理解し、信頼し、助け合う」とある。これは低学年の「友
達と仲よくし、助け合う」及び高学年の「互いに信頼し、学び合って友情を深め、男女仲よく協力
し助け合う」と深くかかわっている。同性あるいは異性においてもお互いをよく理解し、信頼し、
助け合っていこうと主体的に行動する児童を育てようとする内容項目である。 
友情とは、互いが誠意をもってかかわる中から生じるものである。お互いが相手のためを思い行

動することで確かな信頼関係が生まれ、友情を深めていくことができると考えられる。「仲がよい」
という友達関係に留まることなく、助け合い、学び合っていく関係を作ることが大切である。 

この時期の児童は、気の合う友達同士で仲間を作って自分達の世界を確保し、楽しもうとする傾
向がある。そのため、誰とでも仲よくしなければならないということは分かっているが、自分の利
害に基づく衝突も強くなる。 
そこで、本主題をもとに、友情の大切さを理解するとともに、友達のよいところを認めながら、

助け合い、励まし合おうとする心情を育てていくことが大切であると考えた。 
  

（２）児童について 
   学級の児童は、明るく素直な態度で学校生活を送っている。４年生になり、『より高く』を学年

テーマとして掲げ、今ある自分よりも高まった自分をめあてに立て、これまで学習や行事、係活動
など積極的に取り組んでいる。 

   日常生活では友達に対して、自分の意見や考えをはっきり話せる児童が多い。また、困っている
友達に優しく声をかけたり、仲よくしようとしたりする姿も見られる。しかし、それが独りよがり
であったり素直に友達の意見を聞くことができず、自己中心的な態度になってしまったりする場面
も見られる。 

   同じ価値を扱った１時間目は、一緒に喜んでくれる友達のよさや、友達を大切にしようとするこ
とは大切だと考えられたが、そのような経験を話せる児童は少なかった。 

   そこで、このような児童に、友達を理解し、相手の成長を願って助け合うことの大切さを実感さ
せることが大切であると考える。さらに、友達を思う気持ちだけでなく、友達の思いに応えること
の大切さにも気付かせる必要がある。そのためには、相互のかかわりを理解させていきたい。そし
て信頼し合い、学び合って、助け合う友達関係を築いていこうとする態度を養っていきたい。 

 

 （３）資料について 
   ４年生が市の連合音楽会に参加することになる。楽器の苦手なてつおは、リコーダーの担当にな

る。上手に吹けないてつおに、なつみが親切に教える。そのことに抵抗があるてつおは、知らんぷ
りをしたりするが、いつの間にかなつみの心がわかるようになるという内容である。本資料を通し
て、お互いを理解し、信頼し合うことの大切さに気付かせていくことの出来る資料である。また、
男女の友情の大切さについての指導にも適した資料である。 

 

 （４）指導について 
   本時の授業では、お互いを理解し、助け合うことが自分の成長の糧になることに気付いていくて

つおの気持ちに着目させ、自分のこれまでの生活経験と重ね合わせながら、ねらいにかかわる価値
について考えていけるよう、次の手立てを講じていく。 
・ 導入の段階では、校内水泳記録会の映像を用い、学級のみんなを応援する児童の様子を紹介す

ることで、ねらいとする価値への方向付けを図りたい。 
・ 書く活動を取り入れ、なつみに対して、今度は逆上がりを教えてあげようと考えたてつおの気

持ちを書かせることにより、価値の内面化を図っていきたい。 
・ 書く活動の後、ペア学習を取り入れ、児童全員に自分の思いや考えを表現する機会を確保する。

また、お互いの考えを交流することで、自分の思いを伝えたり、友達の考えに触れたりしなが
ら多様な考えがあることに気付かせたい。 

・ 展開後段では、自分達が参加する区内文化発表会の練習の中で、友人を励ましている児童を取
り上げ、その時の思いを広げ、実践への意欲を高めていきたい。 



４ 指導の構想 

「友達と互いに理解し、信頼し、助け合う心」を育てる学年における指導の構想 
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［環境づくり］ 
・お互いを理解し合い、

何でも話し合える友達

関係を築き、集団でか

かわり合っていける機

会を設ける。 

・学校生活における様々

な取り組みについて、

それぞれの立場を理解

し、男女が教え合った

り助け合ったりするこ

とができる環境を整え

る。 

・朝の会や帰りの会にお

互いのよさを認め合え

るよう、活動の場を設

定する。 

 

 学年テーマ 

『 より高く 』 

 

 

 

 

［学年経営の方針］ 
○係や当番活動でお互いに高め合えるように、

他領域との関連を図りながら、意図的に場を

設定していく。 

○みんなが仲よく教え合ったり助け合ったりし

ている生活場面を取り上げ、それらを認め、

称賛していく。 

○お互いに認め合える学級、一人ひとりが輝け

る学級作りを心がける。 

 

教 師 の 願 い 

仲がよいという関係にとどまらず、教え合い、助け合

って信頼関係を高め、時には問題点を指摘し合って真

の友情を育んでいこうとする子ども。 

 

 

【目指す子ども像】 
・友達と互いに教え合い、助け合って信頼関係を高めよう

とする子ども 

・共に信頼し合って真の友情を育んでいこうとする子ども 

 

［家庭との連携］ 

・学年・学級通信を活用しなが

ら、目指す子ども像に向かっ

ている具体的な子どもの様子

を伝え、同一姿勢で子どもの

指導にあたることができるよ

うに努める。 

［地域との連携］ 
・子ども会や地域の行事を通

して、友達を理解し、助け

合い、励まし合えるよりよ

い人間関係が育成されるよ

う連携を図る。 

 

●大切な友達だから （６月）                          

 「わたしとさおりちゃん」 

〈友情〉 
友達と励まし合い、助け合って友情

を深めていこうとする心情を育てる。 

●助け合う友達 （本時）                                   

「ぼくらだってオーケストラ」 

〈助け合い〉 

友達と互いに理解し合い、助け合

おうとする態度を養う。 

道徳の時間 

●友達のために （１１月）                                    

 「二十五人へのおくりもの」 

〈信頼・助け合い〉 

友達と互いに理解し、信頼し、助

け合おうとする態度を養う。 

●行事（校内水泳記録会） 

それまでの練習や本番で、個人

のめあてや学級のめあてに向

かって頑張っている姿をお互

いに認め合う場を設定する。 

●日常指導 

・帰りの会に「今日のステップア

ップ」のコーナーを設定し、友

達のよいところやすごい所を

発表し合い、実践への意欲を高

める。 

●教科・・・ 

・各教科において学び合う時間を 

確保しながら、教える、教えら

れる双方の気持ちに気付かせ

る。 

導入・・・ 

・校内水泳記録会で、友達を一生懸

命応援している様子をビデオで

視聴し、この時の気持ちについて

話題にしながら価値への方向付

けを図る。 

展開前段・・・ 

・てつおが「逆上がりを教えてあげ

よう」と思った理由について話し

合っていく。 

展開後段・・・ 

・区内文化発表会に向けて、友達同

士で励まし合っている様子を取

り上げながら、意欲を高める。 

終末・・・ 

・児童の日記を紹介し、実践への意

欲を高める。 

●行事（文化発表会） 

・文化発表会に向けて、助け合い、

励まし合うことで、達成感や成

就感が味わえるようにする。 

●日常指導 

・日常指導の中で、お互いを理解

し助け合った行動を称賛する

場を設定する。 

●教科 

・各教科で、学び合う活動を通し

て、お互いが助け合って活動す

ることのよさを確認する。 

 



５ 本時の指導 

（１）ねらい 

   友達と互いに理解し合い、助け合おうとする態度を養う。 

（２）展開の大要 

段階 学習活動と主な発問 予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

 

 

４ 

分 

１ 校内水泳記録会の経験について

発表する。 

○どんな気持ちで友達を応援してい 

ましたか。 

 

 

・２組に負けないように。 

・必死に泳いでいる友達に頑張っ

て欲しい。 

 

・校内水泳記録会で、友達を

一生懸命応援している様子

を見て、その時の気持ちを

発表させることで本時のね

らいとする価値への方向付

けを図る。 

展

開

前

段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 資料を読んで内容を確認する。 

○てつおの気持ちを考えながら読み

ましょう。 

 

３ 主人公の気持ちについて考える。 

○目の前が真っ暗になったてつおは

どんな気持ちだったでしょう。 

 

 

 

○「右手の小指、あなが半分あいてい

る」となつみに言われた時、てつお

はどんな気持ちだったでしょう。 

 

 

 

 

○なつみのアドバイスをもとに練習

を続けるてつおは、どんな気持ちだ

ったでしょう。 

・「ドレミをふってあげようか。」と言

われた時のてつおの気持ち 

 

 

 

 

 

・「はじめはゆうっくり、それをくり

かえすの。」と言われた時のてつお

の気持ち 

 

 

・「そうそう、その調子。」と言われた

時のてつおの気持ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いやだ。連合音楽会に出たくな

い。 

・リコーダーはやりたくない。 

・決まったから仕方ない。 

・練習するしかない。 

・いちいちうるさいな。 

・ちょっとくらい上手いからって

うるさいな。 

・自分は逆上がりができないくせ

に。 

・押さえれば、ちゃんと吹けるの

かな。 

 

 

 

 

・そんなこといいよ。 

・言われなくても分かっている

よ。 

・たしかめながらふいたらできる

ぞ。 

・なんだか、うれしいな。 

 

・やればできるかな。 

・そうすれば、できるんだ。 

・今までよりもできるようになっ

てきたぞ。 

 

・もう少しだ 

・これなら、だいじょうぶだ。 

・なつみのおかげだな。 

・なつみのはげましがうれしい

な。 

・資料の範読を聞くことによ

り、内容を確認させる。 

 

 

 

・楽器が苦手なてつおの落胆

する気持ちを自分の経験と

かかわらせながら共感させ

たい。 

 

・なつみのアドバイスを素直

に聞くことができないてつ

おの気持ちに共感させる。 

 

 

 

 

・なつみの教えてくれたこと

をだんだん受け入れてきて

いる、てつおの気持ちを想

像させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

34 

分 

 

 

◎自分のことのように喜ぶなつみを 

見て、てつおはどんなことを思った

でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

・なつみの言った通りにやるとう

まくできた。 

 

・ありがとう。 

・なつみのおかげだよ。 

・初めに知らんぷりしてごめん。 

・お礼をしなくちゃいけない。 

・自分のことじゃないのに喜んで

くれてうれしいな。 

・今度は教えてくれたら素直に聞

くから。 

・今度は僕が逆上がりを教えてあ

げるよ。 

 

 

 

・書く活動を取り入れ、自分 

の考えを深めさせること

で、価値の内面化を図って

いきたい。また、その後ペ

ア学習をさせることで、自

分の思いを伝えたり、友達

の考えのよさにふれさせた

りしながら多様な考えがあ

ることに気付かせたい。 

展

開

後

段 

４

分 

４ これまでの生活を振り返り、「助

け合い」について話し合う 

○これから区内文化発表会を成功さ

せるために、友達とどんな気持ちで

練習していこうと思いますか。 

 

 

 

・苦手な子に教えていきたい。 

・声の小さい子に大きな声で歌え

るこつを教えてあげたい。 

・アドバイスされたら素直に聞き

たい。 

・みんなと協力して頑張ろう。 

・友達と力を合わせて頑張ろう。 

・友達と互いに理解し合い、

助け合って行動しようとす

る価値にかかわって、これ

からの自分を見つめさせ

る。 

・文化発表会の取り組みにつ

いて振り返り、発表させる。 

終

末 

 

３ 

分 

５ 児童の日記を紹介する。 

 

 

 

６ 学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

・友達と協力していたことや、

友達のよいところを見つけ

ながら活動していた様子を

聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）板書計画 
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６ 資料分析 

     

［ねらい］友達と互いに理解し合い、助け合おうとする態度を養う。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 

面 

主
人
公
の
心
の
動
き 

児
童
の
反
応 

発
問 

楽器が苦手なてつおが、れんご

う音楽会に出場することにな

り、リコーダー担当に決まる場

面 

・体育は得意。 

・楽器の演奏が苦手。 

・しりごみしているうちに、いつの間に

かリコーダーの役になっていた。 

・目の前が真っ暗になった。 

 

・何回練習してもうまくできない。 

・なんだよ、えらそうに 

・さか上がりもできないくせに。 

・できないことを知られるとはずかしい。 

・知らんぷり。 

・ 

・連合音楽会が気になってしかたがない。 

・なつみが言ったとおりにふいてみたら

よい音が出た。 

・楽譜があるとやりやすい。 

・なんだかうれしくなった。 

・あっ！ ふけた。できた、ぼく！ 

・あれほどいやだった、連合音楽会が楽

しみになってきた。 

・連合音楽会が終わったら、なつみさん

にさか上がりを教えてあげようかな。 

・いやだ。連合音楽会に出たくない。 

・リコーダーなんてやりたくない。 

・決まったから仕方ない。 

・練習するしかない。 

 

・いちいちうるさいな。 

・ちょっとくらい上手いからってうるさいな。 

・自分は逆上がりができないくせに。 

・押さえれば、ちゃんと吹けるのかな。 

 

・なんかできるようになってきたぞ。 

・なつみの言った通りにやるとうまくできた。 

・うまく吹けるとうれしいな。 

・教えてもらった通りにやるとできるんだな。 

・知らんぷりしたのに教えてくれてうれしいな。 

・なつみが教えてくれるから頑張ろう。 

 

 

 

・なつみのおかげだよ。ありがとう。 

・初めに知らんぷりしてごめん。 

・お礼をしなくちゃいけない。 

・自分のことじゃないのに喜んでくれて嬉しいな。 

・今度は教えてくれたら素直に聞くから。 

・今度は僕が逆上がりを教えてあげるよ。 

 

○目の前が真っ暗になったて

つおは、どんな気持ちだっ

たでしょう。 

○「右手の小指、あなが半分あいてい

る」となつみに言われた時、てつお

はどんな気持ちだったでしょう。 

 

○なつみのアドバイスをもと

に練習を続けるてつおは、ど

んな気持ちだったでしょう。 

 

 

◎自分のことのように喜ぶな

つみを見て、てつおはどんな

ことを思ったでしょう。 

 

資料名 ぼくらだってオーケストラ 

（出典：東京書籍 どうとく ４ ゆたかな心で） 

なつみから、「右手の小指、あ

なが半分あいている。」と指摘

される場面 

 

なつみの教えを聞きながら、練習

を重ねる場面 

連合音楽会が楽しみになるほど、上

手に吹けるようになり、なつみにさ

か上がりを教えてあげようと決心す

る場面。 

主
人
公
の
状
況 

絶望 努力 

信頼 

向上心 
達成感 

葛藤 
助け合い 

満足 心配 
信頼 

反発 
迷い 

不安 葛藤 

助け合い 

感謝 


